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市民と共に運動し、
切実な要求の実現に奮闘

高
す
ぎ
る
国
保
料
引
き
下
げ
て
！ 

市
民
の
声
集
め
る

　

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
か
ら
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
県

が
定
め
た
保
険
料
納
付
額
を
達
成
す
る
た
め
、
保
険
料
を
値
上
げ
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
静
岡
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
入
者
の

多
く
は
非
正
規
労
働
者
や
年
金
生
活
者
で
あ
り
、
保
険
料
の
値
上
げ
は
世

帯
の
く
ら
し
に
直
結
し
ま
す
。
静
岡
市
の
場
合
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
医
療
機
関
の
受
診
控
え
か
ら
、
市
が
負
担
す
る
医
療
費

が
予
算
を
下
回
り
、
国
保
基
金
か
ら
の
当
初
繰
入
金
17
・
６
億
円
の
う
ち

7.6
億
円
が
基
金
に
戻
さ
れ
、
令
和
２
年
度
の
基
金
残
高
は
34
億
円
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
２
年
度
繰
越
金
は
約
20
億
円
で
、
合
計
で
約
54
億
円
に
な

り
ま
す
。
こ
の
基
金
及
び
繰
越
金
を
活
用
し
国
保
料
は
引
き
下
げ
る
こ
と
、

ま
た
来
年
度
か
ら
未
就
学
児
の
均
等

割
保
険
料
の
５
割
軽
減
措
置
が
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
高
校
生
世
代

ま
で
全
額
免
除
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
す
で
に
全
国
で
は
高
校

生
世
代
ま
で
拡
充
し
、
全
額
免
除
や
、

多
子
世
帯
減
免
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
、
全
国
知
事
会
な
ど
も
均

等
割
の
見
直
し
を
国
に
要
求
し
て
い

ま
す
。
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
原
因
に

均
等
割
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

廃
止
す
る
か
、
静
岡
市
独
自
の
均
等

割
減
免
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

山
本
昌
輝
議
員
（
自
民
党
）

辞
職
勧
告
決
議
後
も
議
員
職

に
留
ま
る

　

山
本
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
案
が
、
９

月
議
会
冒
頭
の
15
日
、
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
（
決
議
案
に
は
自
民
党
の
み
が
反
対
し
ま
し

た
）
。
し
か
し
山
本
議
員
は
議
員
の
職
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
議
員
団
に
は
今
で
も
「
あ
れ

だ
け
の
事
件
を
お
こ
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
市

民
の
代
表
と
し
て
議
員
の
職
に
留
ま
る
の
は
納
得

が
い
か
な
い
」
等
、
厳
し
い
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
交
通
事
故
後
に
謝
罪

も
せ
ず
、
裁
判
所
の
判
決
に
も
従
わ
な
い
な
ど
、

条
例
と
法
令
を
遵
守
し
高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ

る
市
議
会
議
員
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
こ
と
、
さ
ら

に
議
会
の
品
位
を
著
し
く
傷
つ
け
、
市
民
の
信
頼

を
失
墜
さ
せ
る
行
為
で
あ
り
、
倫
理
的
、
道
義
的

責
任
は
極
め
て

重
く
議
員
の
職

に
留
ま
る
資
格

は
な
い
も
の
と

考
え
、
勧
告
に

従
い
辞
職
す
る

よ
う
求
め
て
い

き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

　
　
中
小
業
者
支
援
の
拡
充
を

　

10
月
26
日
、
静
岡
民
商
と
清
水
民
商
が
合
同
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
か
ら
中
小
商
工
業
の
営

業
と
生
活
を
守
る
施
策
を
求
め
市
と
交
渉
し
９
人
が

参
加
、
市
議
団
か
ら
は
内
田
、
杉
本
両
市
議
が
同
席

し
ま
し
た
。

　

交
渉
団
は
①
静
岡
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
応

援
会
議
に
民
商
か
ら
も
参
加
を
②
事
業
主
に
も
国
保

の
傷
病
手
当
金
を
③
全
業
者
対
象
の
給
付
型
支
援
を

④
⑤
住
宅
・
店
舗
の
感
染
対
策
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
⑥
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
中
止

を
国
に
要
望
す
る
こ
と
⑦
桜
ケ
丘
病
院
の
移
転
場
所

の
再
検
討
を
、
の
７
項
目
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
納
得
い
く
回
答
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小
規
模
修
繕
工
事
の
市

内
の
中
小
業
者
へ
の
優
先
発
注
に
つ
い
て
は
民
商
の

建
設
業
者
の
名
簿
を

参
考
に
す
る
と
の
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
内
田
市
議
は

事
業
主
へ
の
国
保
の

傷
病
手
当
は
全
国
16

自
治
体
で
支
給
し
て

い
る
が
、
政
令
市
で

の
実
施
は
な
い
こ
と

か
ら
静
岡
市
が
先
進

性
を
発
揮
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

委員会
報告

厚生委員会
寺尾　昭議員

　保育園・子ども園の待機児がゼロになったという
ことですが、年度途中では令和２年10月には83人
（前年度比△35人）、また希望園入園不可などのいわ
ゆる隠れ待機児は、221人いたことが明らかになり
ました。待機児解消に向け具体的な対策を求めまし
た。
　また、以下の点を強く要望しました。
　１　子どもの医療費窓口負担500円やめて完全無
料にすること。
　２　保育料の無償化3歳未満児にも拡大すること。
　３　保育園こども園でのＰＣＲ検査の規模を拡大
すること。
　４　私立保育園・こども園職員、児童クラブ支援
員の処遇改善さらに進めること。

企業消防委員会
市川　正議員

　上・下水道事業会計決算について審議しました。静岡
市の水道管延長は約2300kmで、老朽個所の更新が必要
です。令和２年度予定した工事の施工率は75％で、入札
不調が続いています。理由に技術者不足をあげますが、
放置すれば水の供給が止まり市民生活に大きく影響しま
す。水道料金は、コロナの影響で昨年10月まで値上げ延
期したとはいえ、水道管更新費用を一般会計からの財政
支援をせず、市民に負担させたことから決算に反対しま
した。
　また、下水道の受益者負担金は都市計画税との2重徴収
にあたるため決算に反対しました。
　消防については、消防団員の充足、女性消防団員の環
境整備（トイレ、更衣室など）が課題とされました。市
とも認識共有されていることから、決算に賛成しました。

総務委員会
内田りゅうすけ議員

　総務委員会では、職員の健康管理問題が議論にな
りました。
　過去３年間の長期休職の状況では、精神疾患で休
職している職員が毎年100人を超えていることが明
らかになりました。市としても一定の対応はしてい
るものの毎年増え続けている状況です。職場異動時
の人間関係がその一因と答弁していましたが、長時

間過密労働がこうした事態を招
いているとも思われることか
ら、改善を求めました。

市民環境教育委員会
杉本まもる議員

　９月の委員会は令和２年度の決算と令和３年度の補正
予算と議案の審査を行いました。決算では市民局75事業、
３区役所、井川支所、環境局67事業、教育局97事業が
審査対象です。
　日本共産党の意見要望として、①市民局ではパートナー
シップ制度を確実に推進すること、生涯学習センターと
生涯学習交流館の利便性の向上など②環境局では、中央
新幹線建設事業影響評価協議会での客観的な科学に基づ
いた議論と提言、気候危機への対策として2030年に向け
て着実な省エネと再エネの拡充を行うこと③教育局では、
教職員の健康管理と増員、児童生徒の見守りといじめ、
不登校への適切な対応とそのための体制強化、特別教
室や体育館へのエアコン設置などを求めました。

青葉公園で署名を訴える市議団

市と交渉する静岡・清水民商
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　９月議会　主な認定・議案、発議等への態度　　　　　　　　　　　　　　　　 ○賛成　×反対

認 定・ 議 案・ 発 議 の 内 容
※（　　）は共産党の反対理由

審議
場所

日本
共産党 自民党 創生

静岡 公明党 志政会 緑の党 まちづく
り研究会

令和２年度静岡市一般会計決算の認定（マイキーＩＤ設定事業、リニア開通後のまちづくり研究事業、アリーナ誘致、新清水庁舎
建設事業、霊柩車や公共施設使用料の値上げ、小中一貫教育推進、国直轄道路事業負担金、自衛官募集業務、国民保護計画など） 本会議 × ○ ○ ○ ○ × ○

令和２年度静岡市国民健康保険事業会計決算の認定（保険料の値上げ） 本会議 × ○ ○ ○ ○ × ○

令和２年度静岡市水道事業会計決算の認定（水道料金の値上げ） 本会議 × ○ ○ ○ ○ × ○

令和２年度静岡市下水道事業会計決算の認定（受益者負担金が都市計画税と二重課税） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度静岡市一般会計補正予算（マイナポータルと連動させた健康情報は個人情報漏えいの危険あり） 本会議 × ○ ○ ○ ○ × ○

静岡市歴史博物館条例の制定（指定管理制度による市民サービスへの懸念） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

静岡市個人情報保護条例の一部改正（内閣総理大臣に情報を一元化することによる個人情報の統制化等への懸念） 本会議 × ○ ○ ○ ○ × ○

発議第５号　静岡市議会会議規則の一部改正（請願書への押印不用） 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第６号　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第７号　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地域経済の回復を図るための事業継続支援（持続化給付金の再支給等）に関する意見書 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１
．リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
は
着
工
す
べ
き
で
な
い

　

62
万
人
の

命
の
水
を
守

れ
な
け
れ
ば

着
工
す
べ
き

で
な
い
と
い

う
の
が
多
く

の
市
民
の
意

見
で
す
。
こ

の
点
で
市
長

の
考
え
を
質

す
と
、
「
リ
ニ

ア
は
市
の
発
展
に
繋
が
る
と
期
待
を
示
し
、
南
ア
ル

プ
ス
の
自
然
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
地
域
発
展
を

め
ざ
す
」
と
し
て
、
水
を
守
る
と
の
明
確
な
姿
勢
を

示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
．温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
計
画
は
最
低
で
も
45
％
に

　

地
球
温
暖
化
で
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
に
見
舞

わ
れ
る
も
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
計
画

は
、
少
な
く
と
も
国
連
の
示
す
（
２
０
１
０
比
）

２
０
３
０
年
45
％
に
す
べ
き
と
の
問
い
に
、
「
国
際

的
潮
流
な
ど
も
見
据
え
て
定
め
て
い
く
」
と
し
て
、

積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
．新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
保
健
所
の
増
設
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
爆
発
で
保
健
所
が
疲
弊
し
た

こ
と
を
受
け
、
清
水
の
保
健
所
支
所
を
保
健
所
に
格

上
げ
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
市
は
「
１
カ
所
の
方
が

対
策
し
や
す
い
。
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
で
機
能
強
化

を
図
る
」
と
、
地
域
に
根
差
し
た
保
健
所
の
あ
り
方

に
は
背
を
向
け
ま
し
た
。

４
．生
理
要
用
品
を
学
校
ト
イ
レ
に
、

　

小
中
一
貫
教
育
は
十
分
な
理
解
の
も
と
で

　

生
理
用
品
を
学
校
の
ト
イ
レ
に
常
備
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
が
、
市
は
「
対
面
で
渡
す
こ
と
で
心
や
体

の
悩
み
を
と
ら
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
」
と
し
て
、

ト
イ
レ
に
置
く
こ
と
は
拒
否
し
ま
し
た
。
小
中
一
貫

教
育
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
で
準
備
不
足
を
指
摘
し
、
Ｒ

４
年
度
一
斉
ス
タ
ー
ト
す
べ
き
で
は
な
い
と
迫
る

と
、
「
支
障
は
な
い
。
し
っ
か
り
準
備
し
て
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

杉本まもる議員

令和2年度の決算を検証、問題点を指摘し改善を求める
新型コロナから市民の命と暮らしを守ることを最優先にした市政を！

反
対
討
論
　
　
　
　
　
　
寺
尾
昭
議
員

44
件
の
う
ち
決
算
認
定
な
ど
７
議
案
に
反
対

　

９
月
市
議
会
に
は
、
各
種
会
計
の
決
算
認
定
18
件
と

補
正
予
算
４
件
、
条
例
改
正
な
ど
22
件
、
計
44
件
の
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
党
市
議
団
は
一
般

会
計
決
算
な
ど
７
件
に
反
対
し
、
討
論
で
そ
の
理
由
を

述
べ
ま
し
た
。

　

第
１
は
、
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
し
て
、
カ
ー
ド
普
及
の
た

め
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
行
う
と
い
う
マ
イ
キ
ー
Ｉ

Ｄ
設
定
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
に
よ
る
情
報
の

一
元
管
理
や
個
人
情
報
の
漏
洩
な
ど
の
問
題
は
残
さ
れ

た
ま
ま
で
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る

研
究
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
関
し
て
反
対
が
県
民
世
論
と
な
っ
て
い
る
今
、

開
通
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
誘
致
は
、
市
の
財
政
負
担
、
費
用
対
効
果

な
ど
検
証
が
必
要
で
す
。
建
設
あ
り
き
で
進
め
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
清
水
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
中
止

を
求
め
ま
す
。

　

第
２
に
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

で
す
。
健（
検
）診
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
健
康

推
進
シ
ス
テ
ム
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
さ
せ
て
健

診
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
が
、
決

算
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
個
人
情
報
の
漏
え

い
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
進
め
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
静
岡
市
歴
史
博
物
館
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
と
し
て
お
り
直
営
で

の
管
理
を
求
め
ま
す
。
静
岡
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
に
伴
い
内
閣
総
理
大

臣
が
情
報
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
に
関
わ
る
条
例
改
正

で
あ
り
、
個
人
情
報
の
統
制
・
管
理
・
集
中
を
一
層
強

化
す
る
も
の
と
し
て
反
対
で
す
。

　

私
た
ち
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
今
後
も
市
民
の
命

と
く
ら
し
を
守
り
、
向
上
を
図
る
た
め
全
力
を
あ
げ
ま

す
。

●
静
岡
市
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

千
葉
県
で

児
童
の
列
に

ト
ラ
ッ
ク
が

突
っ
込
み
２

人
が
亡
く
な

る
と
い
う
事

故
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
う

し
た
痛
ま
し

い
事
故
は
全

国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
静
岡
市
で
も
こ
の
と
こ
ろ

「
高
齢
者
事
故
」「
自
転
車
事
故
」
が
相
次
い
で
い
ま

す
。「
第
10
次
静
岡
市
交
通
安
全
計
画
」
で
重
視
し

て
き
た
内
容
と
目
標
に
対
す
る
結
果
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
特
に
生
活
道
路
に
お
い
て

は
、
車
道
と
歩
行
空
間
を
外
側
線
で
し
っ
か
り
区

分
す
る
こ
と
、
特
に
学
校
周
辺
で
は
通
過
車
両
の
ス

ピ
ー
ド
抑
制
に
効
果
の
あ
る
道
路
面
の
一
部
を
盛
り

上
げ
る
「
は
ん
ぷ
」
や
「
ス
ラ
ロ
ー
ム
」
な
ど
を
設

置
す
る
よ
う
提
案
し
、
よ
り
一
層
の
交
通
安
全
対
策

を
求
め
ま
し
た
。

●
民
生
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

　

静
岡
市
の
民
生
・
児
童
委
員
の
充
足
率
は
97
・

２
％
で
政
令
市
の
中
で
は
上
位
の
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
近
年
引
き
受
け
手
が
な
く
て
や
む
な
く
自
治
会

長
等
が
兼
任
の
地
区
も
あ
り
ま
す
。
民
生
・
児
童
委

員
は
生
活
支
援
や
相
談
活
動
な
ど
地
域
福
祉
の
担
い

手
で
あ
り
、
安
心
、
安
全
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る

重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
確
保
に
向
け
て
静

岡
市
と
し
て
一
層
の
と
り
く
み
を
し
て
い
く
よ
う
求

め
ま
し
た
。

市川　正議員

●
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

　

９
月
29
日

の
本
会
議
で

生
活
保
護
に

つ
い
て
以
下

の
質
問
を
し

ま
し
た
。

①
令
和
元
年

度
か
ら
３
年

度
ま
で
の
保

護
申
請
件
数

に
つ
い
て

②
年
度
当
初
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
数

と
一
人
あ
た
り
の
平
均
保
護
世
帯
数
に
つ
い
て

③
最
も
多
く
保
護
世
帯
を
受
け
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
担
当
保
護
世
帯
数
に
つ
い
て

　

質
問
に
対
し
、
担
当
局
長
は
、
①
に
つ
い
て
は
年

間
１
２
０
０
件
前
後
②
に
つ
い
て
は
３
区
で
78
人
、

保
護
世
帯
数
は
95
人
前
後
③
に
つ
い
て
は
１
２
７

世
帯
と
答
え
ま
し
た
。
答
弁
に
対
し
内
田
議
員
は
、

「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
担
当
保
護
世
帯
数
は
社
会
福

祉
法
で
一
人
あ
た
り
80
人
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

現
状
で
は
十
分
援
助
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

丁
寧
な
支
援
と
職
員
の
健
康
面
か
ら
も
十
分
な
職
員

配
置
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

●
桜
ヶ
丘
病
院
に
つ
い
て

　

桜
ヶ
丘
病
院
が
12
月
、
市
と
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
の
基
本

協
定
合
意
に
よ
っ
て
、
清
水
駅
東
口
公
園
に
移
転
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
初
の
静

岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
が
10
月
に
市
民
説
明
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
説
明
会
は
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
任
せ

に
す
る
こ
と
な
く
市
も
責
任
も
っ
て
開
催
す
べ
き
だ

と
求
め
ま
し
た
。
質
問
に
対
し
当
局
は
、
「
こ
れ
ま

で
の
市
議
会
で
の
答
弁
、
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
、

自
治
会
等
へ
の
説
明
な
ど
丁
寧
に
市
民
に
説
明
し
て

き
た
」
と
他
人
事
の
よ
う
な
答
弁
に
終
始
し
ま
し

た
。

　

内
田
議
員
は
、
「
津
波
浸
水
想
定
区
域
に
桜
ヶ
丘

病
院
を
移
転
す
る
こ
と
に
は
、
今
で
も
市
民
は
納
得

し
て
い
な
い
、
丁
寧
な
市
民
説
明
会
は
行
政
と
し
て

の
最
低
限
の
責
任
で
あ
る
」
と
市
民
説
明
会
を
開
催

す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

内田りゅうすけ議員

●
国
保
料
算
定
活
用
可
能
額
は
54
億
円

　
「
値
上
げ
構
想
」は
撤
回
を

　

国
民
健
康

保
険
料
は
と

り
わ
け
低
所

得
世
帯
に
重

く

の

し

か

か
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度

の
加
入
者
は

年

間

所

得

３
０
０
万
円

以
下
87
％
、
２
０
０
万
円
以
下
の
74
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
家
族
４
人
の
所
得
２
０
０
万
円
の
世
帯
で
は

年
間
の
国
保
料
は
27
万
円
～
34
万
円
円
と
な
り
、
所

得
に
占
め
る
割
合
は
、
９
～
11
％
に
な
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
所
得
の
低
い
方
、
特
に
自
営
業
者
は
大
変

苦
し
ん
で
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
も
は
や
放
置
で

き
ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
度
の
決
算
に
お
け
る
基
金
残
高
及
び
繰

越
金
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
合
計
額
は

54
億
円
に
な
り
、
見
込
み
額
を
約
10
億
円
上
回
り
ま

し
た
。
昨
年
度
の
国
保
運
営
協
議
会
で
は
、
向
う

３
年
間
は
約
７
，
０
０
０
円
、
７
年
後
に
は
３
割
の

値
上
げ
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

54
億
円
を
活
用
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
来
年
度
の
値

上
げ
は
必
要
な
く
値
下
げ
も
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
値
上
げ
構
想
」
は
撤
回
す
べ
き
で
す
。

　

保
険
料
算
定
は
、
長
期
的
に
は
抜
本
策
を
講
じ
な

い
限
り
加
入
者
の
負
担
増
は
避
け
ら
れ
な
い
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
知
事
会
、
市
長
会
、
町
村
会

も
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
国
費
を
大
幅
に
投
入
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
田
辺
市
長
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の

発
揮
と
そ
れ
が
実
現
す
る
ま
で
の
間
は
当
面
市
と
し

て
独
自
に
補
助
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

●
市
営
住
宅
入
居
時
の
連
帯
保
証
人
の

　

簡
略
化
来
年
度
導
入
の
見
通
し

　

市
営
住
宅
の
入
居
時
に
際
し
連
帯
保
証
人
が
必
須

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
が
入
居
を

あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
解
消
す
る
た

め
に
、
家
賃
債
務
保
証
会
社
等
の
活
用
（
連
帯
保
証

人
の
簡
略
化
）
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
早
期
の

実
施
を
目
指
す
と
の
答
弁
で
し
た
。
来
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
県
や
県
内
他
市
に
お
い
て

既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺尾　昭議員

９月定例
市議会

代
表
質
問


